
令和３年度神奈川県高等学校総合体育大会ソフトボール競技 

兼全国高等学校総合体育大会ソフトボール競技神奈川県予選会開催要項 

 主   催    神奈川県高等学校体育連盟 

 主   管    神奈川県高等学校体育連盟ソフトボール専門部 

 後   援    神奈川県教育委員会、神奈川県ソフトボール協会 

 会    場  県下各高校 酒匂川スポーツ広場 

 大会期日 男子：６月 13日（日）,６月 19日（土）【予備日 20日（日）】 

女子：５月 30日（日）,６月 12日（土）,13日（日）,19日（土）【予備日 20日（日）】 

 競技方法  トーナメント制 

 競技役員  県内ソフトボール協会審判部・県高体連ソフトボール専門部専門委員 

 参加資格  神奈川県高等学校体育連盟及び神奈川県ソフトボール協会登録校 

       ただし、合同チームでの参加を認める。 

 チーム編成  引率１名(当該学校教諭)、監督１名、選手 25名以内  

表   彰    ３位までのチームに賞状を授与する 

競技規則     2021年度日本ソフトボール協会制定の競技規則による。 

        但し、得点差によるコールドゲームについては、３回以降 10点、５回以降７点以上の差が

生じた時に適用する。 

               決勝戦は得点差コールドゲームを採用しない。 

         サスペンデットゲームは適用しない。 

参加申込み  次の①、②の手順で参加申し込みを行う。 

         ①別紙「参加届」(様式１)に必要事項を記入の上、ＦＡＸにて申し込む。 

５月７日(金) ＦＡＸ必着 

           送信先：男子：光明学園相模原高等学校 ＦＡＸ０４２－７７８－４２７１ 

女子：茅ヶ崎高等学校 ＦＡＸ ０４６７－５４－２１１７ 

         ②別紙「参加申込書」(様式２)に必要事項を記入の上、学校長の承認を受け(２枚必要)、代

表者会議受付に提出する。 

大会参加料  ８,０００円（振込み手数料は、当方では負担できませんのでご容赦ください） 

              ５月 11日(火) 14:00 までに指定口座に入金する 

              振込先 横浜銀行横浜駅前支店（店番号：３８３） 普通口座 

        口座番号：６０８６５６１ 

        口座名義：ケンコウタイレンソフトボールセンモンブ カイケイ ウエノコウイチ 

              （県高体連ソフトボール専門部 会計 上野剛一） 

                *「振込依頼人名称」には必ず『振込コード』(学校コード)をお願いします。 

代表者会議  ５月 12日(水) 15時より 横浜清風高等学校 

       （会場校は 14時 30分までに集合してください） 

専門委員会  ５月 12日(水) 14時より 横浜清風高等学校 

そ の 他  ①健康管理は、各校において留意し、健康診断を受けること。 

              ②競技中の疾病・傷害などの応急処置は、主催者（主管専門部）で行うが、その後の責任は

負わない。参加者は健康保険証を持参すること。  

             ③出場のチーム選手は、必ず引率責任者によって引率され、学校は選手の全ての行動に対し

責任を負うものとする。 

問合せ先    県立茅ヶ崎高等学校   ０４６７－５２－２２２５ 上野まで 

 

☆代表者会議において、協会登録を行います。 

   登録用紙(Ａ表～Ｄ表 ４枚複写)に必要事項を記入の上、お持ち下さい。 

   登録費：チーム登録費として １５,０００円 

           選手(個人)登録費として １名につき２００円、監督登録費も２００円 

   例 選手 16名、監督１名の学校は、15,000＋200×17＝18,400円 になります。 



大会における感染対策（別添資料参照） 

 

参加する選手、役員、顧問等は神奈川県高等学校体育連盟が定めた「代替大会を含めた各種大会等実施に係る

新型コロナウイルス感染症防止ガイドライン」（令和２年７月制定）を遵守し、特に次の「競技場の留意点」

に従うこと。 

①十分な距離の確保 

ア 競技の種類に関わらず、運動をしていない間も含め、感染予防の観点から 

周囲の人となるべく距離を空けること 

イ 強度が高い競技の場合は、呼気が激しくなるため、より一層距離を空ける 

こと  

ウ 水泳時などでマスクをしていない場合には、十分な距離を空けるよう特に 

留意をする必要があること （感染予防の観点から、できるだけ２ｍ以上 

少なくとも 1～２ｍの距離を空けることが適当である） 

②運動中に、唾や痰をはくことは極力行わないこと  

③タオルやペットボトル等の共用はしないこと  

④飲みきれなかったスポーツドリンク等を指定場所以外（例えば走路上）に捨て 

ないこと 

⑤競技特性による感染防止については、各専門部の指示に従うこと 

 

（２）種目特有の感染症対策 

  ① 競技者及び審判員に関わる事項 

  ア 各チームのダグアウトを通常（約７ｍ）よりも広く設定する。 

  イ 試合に出場していない選手はマスクを着用する（プレー中の選手は例外）。 

     ウ バット、ヘルメット、グローブ、打撃用手袋、ロジンバッグなどは各選手が使用し、可能な限り共

用を回避するように努め、共用せざるを得ない用具については、こまめに消毒を行う。 

エ 選手、特に投手は指を舐めてはいけない。 

オ ベンチ内での選手間の距離は、できるだけ 2ｍ（最低１m）確保する。 

カ ベンチ内には消毒液を設置する。 

キ ベンチ内から声援や指示を出す場合は、対人距離に注意する。 

ク 試合前の打順表最終確認の際は、可能な限りお互いの距離を取り、監督、審判の握手は行わない。 

ケ 球審は捕手に触れないよう注意する。 

コ 監督が審判に近づく際は最低２ｍの距離を保つ。  

サ 球審は審判用マスクの中に飛沫防止用のマスクを着用するか、球審用マスクにフェイスシールドを

取り付けて飛沫を防止する対策をとる。 

シ 試合開始時の整列及び礼は、球審の集合準備の合図で両チームがベンチ前に整列し、 その場で礼を

して行う。試合終了時も同様の形態とする。  

ス 円陣などで集まる際も、対人距離に注意する。 

セ 時間制を採用する（90分制）。 

ソ 90分を経過した時点で同点の場合は次のイニングからタイブレークに入る。 

タ 各会場の本部に消毒液を用意する。 

チ ベンチ内に消毒液を設置し、バットを共有する場合は必ず手指の消毒をさせる。 

ツ 試合ごとに新しいボールを使用する。 

テ 攻守交代時、試合球はベンチに持ち帰る。 

ト 攻守決定の時には、マスクを着用し、主将をバッターボックスに入れず、お互いの距離を保ち握手

はしない。 

 



 

② 観戦者（保護者及びその家族）に関わる事項 

ア 観戦者に発熱（37.5 度以上）、咳、倦怠感、咽頭痛などの症状が見られる場合には 観戦を遠慮し

てもらう※ホームページ等で事前告知する  

イ マスク着用の呼びかけを行う  

ウ 会場入口等に消毒液を設置  

エ 観戦者に間隔を空けての観戦をしてもらう  

オ 応援方法については、以下の行為を禁止する  

１) 肩組み、飛び跳ねなど集団での動きを伴う応援 

２）太鼓、トランペット等の楽器での鳴り物応援 

３）メガホン、スティックバルーンを使用しての応援 

     ４）大声を出しての応援 

５）フラッグや応援タオルを振り回す応援 

 


